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名古屋市蓬左文庫

Nagoyashi Hosabunko 

~i; 忍、 ？えす の続干リ
「名古屋策合」 の~~~·j ·；業が始ま っ たのは、戦局も り入れて、地方史研究に寄与することを目ざして行な

切迫しつつあったllf'j和16年のことである。市制50周年 うものである。現在までに、下記のように監修者 3名

記念事業として、当初Jは全12制50巻の刊行を予定した と編集者5名が決定し、本卒業の総合的機恕 ・収録主jー

のであるが、同19年、 「決戦非常措置要綱」が発布さ 自等を検討中であって、それらについては、次号でお

れるに及び、 勺l寺局に協力せざる文化事業仰として規 知らせするつもりである。なお、第 1回配本（「諸家雑

肢が大幅に街ii少され、それに追い討ちをかけるように、 談他一編」（細野要斎若）ができあがるのは来年3月頃

印刷所や刊行直前の校正局I］が空襲を受けて焼失した。 の見込である。一一当初から起算すると、この名古屋

このような慈条件の下で、ついに刊行は見送りとな っ 殻持刊行はやがて半世紀にも及ぼうとする卒業て’あ

たまま昭和24年、市立名古屋図書館 （現鋭鋒中央図書 る。その問、中断や制集方針の変更があり、今回は編

館）内の縦纂釜は開室された。関係者の熱意．のこも っ 集者の顔ぶれも一新したが、資料集としてのj己の長さ

た、 5万枚にも及ぶ原稿を残して。（「郷土志料名古屋 と利用価値を，思うと、卒業継続への意欲と責任とを！盗

殺合総目録附編修略記」による） ぜずにはいられない。各位のご理解とご支援をお阪い

それから 10年後の昭和34年、名古屋｜刻府350周年 ・ する次第である。

市制70周年記念卒業として名古屋策合刊行事業が復活 民修（前編集委員）

した。制纂室を遜左文庫に移し、当初から尽力してこ

られた市紙鐸氏らを編集委員にむかえ、先の原稿をも

とに編集を進め、 5か年の問に10編25巻を、統＜ 5か

年で「続編」 20巻を刊行し、索引 ・総目録3巻とあわ

せて計48巻を世に送り 、好評を得た。これによ って、

!Ill'.っていた原稿の約寺が、、日の目を見たH わけである。

今回、蓬左文庫移管－30周年記念事業として笑施する

名古屋策担iーの続干ljは、刊行が待望されながら、未刊の

まま保留されていた「士林浜田続編」や「天保会記」

等の原稿を基本に、新たに、史料価値の高いものもと
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｜展l示直！よ

8. 3(11)～ 9. 28(11) 浮世絵

四季の変化のi列維なわが国においては、そのH寺々の

景趣の表現が絵画の重要な音II分を占めてきた。周期的

にくり返す季節を表現することよりも、めまぐるし〈

変化する一過性のJI寺代尿l.1谷をtli'i＜ことを主II民としたj手． 

也

いたわけて”はなし、。大和絵や山水画とは趣を呉にし、

日常生t百 それも万〔民の によりw、？干iした苦II分で、不

陸J♂「に取扱jつれてきたことは、改めて述べるまでもない。

一一一一今回も、第一昔11に引き続き、浮世絵に怖かれた

匹l季の風物や年中行事等に焦点をあてて、江戸の季節l

！惑をしのんでみようと，思う 。とりあげた作日tは、江戸

後期の浮世絵界を風節した歌川派から国.w・匡l芳等と、

これに対抗し、孤高を誇った梨j川派の英泉とである。

尾崎久弥コレクション中から42種60枚を、季節i別に展

示した。以下、各季節i毎に、代表的な作品についてみ

てみよう 。

春の部から 見立名所桜尽御殿山ノ花

森といえば、まず吋Y あるいはい花見’r という

のが今も昔も変わらない日本人の季節感であるが、同

じ花見でもl時代によ って趣が異なる。現代のように

花の観賞そのものよりも、 I出il'i十！の似の下での遊興が

優先しだしたのは江戸H寺代で、それも後期lには一般

庶民も花見にくり出すようになった。御殿山は、問

団川淀 ・飛鳥山等と並ぶ般の才1所て＼本図は似の；／！，

所を背景としたシリーズものの内の一枚である。

江戸の四季第二部

夏の奇IIから 東都両国納涼花火之図

江戸の夏をも っとも印象的に演出したのは、問団

川は両国紙附近でilliされる納涼花火大会であろう 。

この界限は、ふだんでも茶店や食物屋 ・見せ物小屋

が日芥まで営業してにぎわったが、特に 5月28日～

8月28日 （陰暦）のWll甘lは、 、、Wl涼。といって、夜半

までの営業が許可され、初日の川聞き花火大会をは

じめとして、何度も花火大会が催され、江戸の市民

を湧きたたせたようである。しばしば浮世絵にとり

あげられた題材であるが、広重の本図は、前対を思

いきり強制して散泌になりがちな対衆国の椛図をひ

きしめている。

秋の音llから 風流名頭字尽琴

雁が列をなして飛んでゆくすがたと、琴柱が並ん

でいるさまが似ているというので、 いJilliの琴往々

という表現があるほどだが、本図はこの意味を含

めて捕かれたらしく、十三弦の琴を支えた立姿の美

人の背景には、日本の秋を故も象徴的に示す満月と、

それをかすめて飛ぶ雁が浮んでいる。着物の柄に選

ばれたのは、ミ守主た秋の象徴、菊の花である。

冬の耳目から 〔節季候の暮雪〕

節j季候とは、江戸時代の歳末の門付けの－.flで、
書I］り竹をたたきながらi町内を瞬tして歩き米銭をあつ

めた。本図は役者似顔絵もかねた泊料な風俗図であ

る。

東都両国納涼花火之図 広重 ( 3枚続き ）
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資料紹介 ③

ぷ之泊、 lij]j命2主主がより＂ ＇他候。

i 'i11i~ （任 ・｜塗l存12)J ) l州市＂ ＇ l:i削えif；’i州にて

則立小紋1_ifぷJiH~ll 、骨｜札弐 (jffll 、 fll§M し 'iii岐。 .t.~

御受i収可紋下｛成。ti臣軌校イャ）］之｛炎、 H今味{j：、qi述
！岐械1鋼l差凶に付、ゑ合｛咲処、先述1f1i、｜見Ji!五次・小河

fil太夫 ・I布石f大助説令111仮処、 n今御座｛民4日本、全

体誤’｛： 多、立元本無御tilif味付、光利J,ji.:を｛本にいたし、

ノド文 ・注Jl＜、引さ；被引｛・l、誤’I：等中II訂ilif成。イ［ノドを

｛本にいたし訴込為m立中依diに御座｛院。Ji.様御ゑ知l

百I被下｛成。以上。 （注 ・文，，，の 3~乃は lりIf命：！，＇（：教J受 ）

これは、 「尾州御留守日記」（徳川林政史研究所必）

の内の'ti政 7 (1795）年 2月27日の記・j・；て.' ）－｛•］！~秘校

lりlf命立 （米lりl3 <1783＞年！日1校）から木前’｛：）坂で刊行

された 「春秋左伝集解」 と 「臣軌」 に｜見！するものであ

る。一般に、地方のrt削柔ならびに滞空宇の出版物を務

版といい、江戸後期！に例が多いが、 J.l1!:h漉の場合は

日月倫堂版がこれにあたる。1v1f~u:::i版の第一分は 「群書

治要」 で、 i.'if:）；反であ ったが、以後は上記の自II（木前’F
l阪が多し、。正1111:11n日数がせいぜい200百11.f',U支であ ったた

め、 f,f；’I：版の)JがjIB[していたと，忠われる。

'citって、 ..EJl.イ1：の伝本は極めて少なし、。;j>:文＂＂所 1訟の

IV) f命：立l阪は次のj泊りである。

o 1tro,1::;r，弘＇ 47ft甘

o .｛対H: f.i:dl~解 30巻15 1冊

o 'ii'J・~屯 4 巻 1 JIサ
0臣軌 1冊

。米学忠定公炎議選 25!1U-

（学J必定公全!t)

0鋭噴11公波紋 5巻 1fl甘
01111江似先’主文m Hu-
o〔｜塗立公全!t 24巻1011仕

天川 7(1787）年＜60 6) 

寛政7(1795）年＜54一13>

<54-6,54-7) 
<54-8, 154-14> 

¥f日元（1801）年

く5＜： 一1,54-2,154-13> 

半和I2 ( 1802）年＜54-4) 

文化2(1805）年＜54-5 ) 

明治19年 <54-3 ）〕

〈 〉は請求番号

I> I> b 利用ご案内 <J<J <J 

［＞開館時間 午前911.'f30分一午後5時

b休 館 日 11上JJll/1l トI · ~「~3令 llMI I( fi'!\IJ~ 幣足JI 円 ）

悦叩JIB~ 11 )j・火f.j;fi.fi

年末年始（12 I J 28 R～l JJ4日）

［＞閲 覧 料 持iilll羽，＇｝＝ 無料

重要因 ，1:: イI料（1庁II100円 ）

I>展 刀て ~色z、 特別民を｜徐き入場無料

［＞複写サービス 乎fj凶 ｜χ1,1 ：：のうち保存 卜＿；；（~ ~－＼~（のないも

のについて彼リサービスを行ないま

す。 その他、マイクロフィルムの手lj

用、 Ej:J'f抗i；均等のrjl請を受付けます

ので、ご；fU.IIの上、ご相談下さい。

名古屋市蓬左文庫

〒461.r, ,1；屋市米区徳川Ii汀2-27

tt ( 052 )935-2173 

（＇ドス新 Ill州北 100
ilJ 「l 町I 見~ 500m 

王山口•r－名古庄駅

l粁出』宮r I iii 

• iiiバλ新；i川、If

' れい・

仁｝＝
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